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ＭＢ７１０８Ｂ

データ・シート v ２．０

ＭＢ７２０８Ｂ
概要

ＭＢ７１０８Ｂ 、ＭＢ７２０８Ｂ は、ワンチップ高音質音声合成 ＩＣです。

音声発報は、最大１２チャンネルまで可能です。（ＣＰＵモード時）
ＡＤＰＣＭ方式とＰＣＭ音声を混載可能。

特長

総音声発報時間

ＭＢ７１０８Ｂ ＭＢ７２０８Ｂ
Sample F ＡＤＰＣＭ ＰＣＭ ＡＤＰＣＭ ＰＣＭ
８Ｋ ８．０秒 ４．０秒 １６．０秒 ８．０秒
１１Ｋ ５．８秒 ２．９秒 １１．５秒 ５．８秒
１６Ｋ ４．０秒 ２．０秒 ８．０秒 ４．０秒
２２Ｋ ２．９秒 １．４秒 ５．８秒 ２．９秒

電源電圧 ２．４Ｖ～３．６Ｖ

待機時消費電流（５μＡ以下 電源電圧 ３．３Ｖ時）

オートパワーダウン機能

ＢＵＳＹ信号：音声発報時”Ｈ”出力

１６ピンＤＩＰ

音声データを最大１２４セクションに分割可能で分割したセクションの組合せ、
繰り返しの指定が各チャンネルで個別に設定可能です。

端子配列（TOP VIEW）

ＬＥＤ １ １６ ＲＳＴ

Ｖｏｕｔ1 ２ １５ ＳＢＴ

Ｖｏｕｔ２ ３ １４ Ｓ４

ＶＳＳ ４ １３ Ｓ３

ＢＵＳＹ ５ １２ ＶＤＤ

ＳＴＰ ６ １１ Ｓ２

Ｃｏｕｔ ７ １０ Ｓ１

Ｒｏｓｃ ８ ９ ＶＰＰ 小沢電子グループ

３００ ｍｉｌ Ｐ－ＤＩＰ
〒435-0056 静岡県浜松市東区小池町４０８

TEL 053-433-1238

FAX 053-433-4030
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電気的特性、及び規格

絶対最大定格 電源電圧 －０．５ ～ ＋４．５ (VDD-VSS間) Ｖ

入力電圧 ＶＳＳ－０．３ ～ ＶＤＤ＋０．３ Ｖ

動作温度 －４０ ～ ＋８５ ゜Ｃ

保存温度 －５５ ～ ＋１２５ ゜Ｃ

推奨動作条件 電源電圧 ＋２．７ ～ ＋３．６ Ｖ
動作温度 ０ ～ ＋７０ ゜Ｃ

入力電圧 ＬＯＷレベル ＋０．５ 以下(VDD = 3.3V) Ｖ

ＨＩＧＨレベル ＋２．８ 以上(VDD = 3.3V) Ｖ

ＤＣ特性（条件：動作温度 ０ ～ ＋７０℃）

記号 項目 Ｍｉｎ Ｔｙｐ Ｍａｘ 単位 条件

ISB 待機時消費電流 － １ ５ μＡ VDD=3.3V, I/O open

IOP 動作時消費電流 － ３ １０ ｍＡ VDD=3.3V,Cout-VSS間330Ω

VIH "H"ﾚﾍﾞﾙ入力電圧 ２．８ － － Ｖ VDD=3.3V

VIL "L"ﾚﾍﾞﾙ入力電圧 － － ０．５ Ｖ VDD=3.3V

IvoutH "H"ﾚﾍﾞﾙ出力電流 － － －４０ ｍＡ VDD=3.3V, Vout=2.8V

IvoutL "L"ﾚﾍﾞﾙ出力電流 － － ７０ ｍＡ VDD=3.3V, Vout=0.5V

IOH "H"ﾚﾍﾞﾙ出力電流 － － －８ ｍＡ VDD=3.3V, VOH=2.8V

IOL "L"ﾚﾍﾞﾙ出力電流 － － ８ ｍＡ VDD=3.3V, VOL=0.5V

Fosc(2.7V) - Fosc(3.6V)
ΔＦ／Ｆ 周波数安定度 －５ － ＋５ ％ Fosc(3.3V)

※ Ivout --- ＶＯＵＴ１，ＶＯＵＴ２端子出力電流
IOH/IOL --- ＬＥＤ、ＢＵＳＹ、ＳＴＰ端子出力電流
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ＡＣ特性 （条件：VDD = 3.3V）

記号 項目 Ｍｉｎ Ｔｙｐ Ｍａｘ 単位 備 考

Ttgpw トリガパルス幅 ３０ － － ｍｓ

Tstart トリガから発報開始 ６ － ５５ ｍｓ

Tstpw STOPパルス幅 － ３０ － ｍｓ

Tas ｱﾄﾞﾚｽ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 １ ｍｓ

Tah ｱﾄﾞﾚｽ ﾎｰﾙﾄﾞ時間 １ ｍｓ ＣＰＵモード

Tsbtw SBT ﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽ幅 ３０ ｍｓ

※ Ｓ１～４、ＳＢＴ、RST端子の最小パルス幅は、３０ｍＳＥＣ（チャタリング防止時間）です。

端子説明

端子番号 端子名 Ｉ／Ｏ 機 能

１ ＬＥＤ Ｏ ＬＥＤ出力（音声発報時、点滅）

２ Ｖｏｕｔ１ Ｏ ブザー&スピーカー PWM OUT１（負荷8Ω以上）

３ Ｖｏｕｔ２ Ｏ ブザー&スピーカー PWM OUT２（負荷8Ω以上）

４ ＶＳＳ 電源 ＧＮＤ

５ ＢＵＳＹ Ｏ ＢＵＳＹ信号 出力

６ ＳＴＰ Ｏ ＳＴＯＰパルス 出力

７ Ｃｏｕｔ Ｏ 音声出力 (DAC OUT ･･･電流出力）

８ Ｒｏｓｃ Ｉ オシレータ外部抵抗接続端子

９ ＶＰＰ ＶＤＤに接続の事

１０ Ｓ１ Ｉ トリガスイッチ１ / CPU Addr.1（Active HIGH）

１１ Ｓ２ Ｉ トリガスイッチ２ / CPU Addr.2（Active HIGH）

１２ ＶＤＤ 電源 ＋Ｖ

１３ Ｓ３ Ｉ トリガスイッチ３ / CPU Addr.3（Active HIGH）

１４ Ｓ４ Ｉ トリガスイッチ４ / CPU Addr.4（Active HIGH）

１５ ＳＢＴ Ｉ ｼﾝｸﾞﾙ ﾎﾞﾀﾝ ﾄﾘｶﾞｰ / CPU trigger（Active HIGH）
リセット端子（音声出力停止..Active HIGH）

１６ ＲＳＴ Ｉ VDD－ RST端子間に 0.1uFを接続の事 ※１

※ Ｓ１～４、ＢＵＳＹ、ＳＴＰ、ＳＢＴ端子機能およびチャンネル数は、ＲＯＭ書込時に設定します。

※１ RST端子に外部から"POWER-ON リセットパルス"を入力する場合のみ、
"0.1uF"のＣは不要です。（30ms以上のＨレベルパルス）
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モードの説明

Ｓ(１～４)端子機能(Ｋeyモード／ＣＰＵモード）

Ｋeyモード／ＣＰＵモードは、ＲＯＭ書込時に設定します。

① Ｋeyモード設定時 発報チャンネルの選択表

１）パルストリガー チャンネル トリガー
（繰り返しモード／ワンショットモード） １ Ｓ１

２ Ｓ２
Ｓ１～４端子にパルスを入力すると ３ Ｓ３
そのチャンネルを発報する。 ４ Ｓ４

５ Ｓ１＋Ｓ２
６ Ｓ２＋Ｓ３

２）レベルトリガー ７ Ｓ３＋Ｓ４
（繰り返しモード／ワンショットモード） ８ Ｓ１＋Ｓ４

Ｓ１～４＝”Ｈ”の間、そのチャンネルを発報する。
”Ｌ”に変化すると発報停止する。

※ パルストリガー／レベルトリガー（繰り返しモード／ワンショットモード）は、ＲＯＭ
書込時に設定します。

ＳＢＴ端子 （Ｋeyモード設定時）

１）インクリメント発報（パルストリガー）

ＳＢＴ端子にパルスを入力する毎に順次(1CH→2CH→NCH→1CH)、発報する。

ＳＢＴ＝”Ｈ”の間は、同一チャンネルを繰り返し発報する。
ＳＢＴ＝”Ｌ”に変化するとそのチャンネルを発報後停止する。

２）インクリメント発報（レベルトリガー）

ＳＢＴ＝”Ｈ”の間、同一チャンネルを発報する。ＳＢＴ＝”Ｌ”に変化すると発報停止
する。次に ＳＢＴ＝”Ｈ”に変化すると次のチャンネルを発報する。
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② ＣＰＵモード設定時 発報チャンネルの選択表（ﾊﾞｲﾅﾘｰ選択）

Ｓ１端子 ： CPU アドレス１（ＬＳＢ） チャンネル Ｓ４ Ｓ３ Ｓ２ Ｓ１
ＣＨ１ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ

Ｓ２端子 ： CPU アドレス２ ＣＨ２ Ｌ Ｌ Ｌ Ｈ
ＣＨ３ Ｌ Ｌ Ｈ Ｌ

Ｓ３端子 ： CPU アドレス３ ＣＨ４ Ｌ Ｌ Ｈ Ｈ
ＣＨ５ Ｌ Ｈ Ｌ Ｌ

Ｓ４端子 ： CPU アドレス４（ＭＳＢ） ＣＨ６ Ｌ Ｈ Ｌ Ｈ
ＣＨ７ Ｌ Ｈ Ｈ Ｌ

ＳＢＴ端子： 発報スタート ＣＨ８ Ｌ Ｈ Ｈ Ｈ
ＣＨ９ Ｈ Ｌ Ｌ Ｌ
ＣＨ１０ Ｈ Ｌ Ｌ Ｈ
ＣＨ１１ Ｈ Ｌ Ｈ Ｌ
ＣＨ１２ Ｈ Ｌ Ｈ Ｈ

※ Ｓ１～４は、ＩＣ内部でプルダウン抵抗が接続されています。（”Ｌ”＝オープン／”Ｈ”＝ＶDD）
ノイズ等の多い環境で使用する場合、４．７Ｋ～１０ＫΩのプルダウン抵抗取付を推奨します。

ＶＯＵＴ、ＢＵＳＹ、Ｒｏｓｃ の説明

ＶＯＵＴ１端子（ＰＷＭ音声信号出力）．．．．ブザー&スピーカー接続用（負荷8Ω以上）

ＶＯＵＴ２端子（ＶＯＵＴ１の反転出力）．．VOUT1端子と対で使用

ＢＵＳＹ／ＳＴＰ端子（ＢＵＳＹ信号出力／ＳＴＯＰパルス出力）

ＢＵＳＹ信号出力．．．．音声発報時＝”Ｈ”／待機時＝”Ｌ”

ＳＴＯＰパルス出力．．音声発報終了時 ３０ｍｓのパルスを出力する。

Ｒｏｓｃ端子（オシレーター外部抵抗接続端子） VDD-Rosc端子間に抵抗（Ｒｘ）を接続

サンプリング F Ｒｘ 条件
８ＫＨｚ ＫΩ
１１ＫＨｚ ＫΩ VDD=3.3V
１６ＫＨｚ ＫΩ
２２ＫＨｚ ＫΩ

※ Ｒx 設定（抵抗値）は製造確認後ご連絡申し上げます。

製造工程上、変更する場合がございます。
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タイムチャート

Ｋ eyモード（パルストリガー／レベルトリガーはＲＯＭ書込時に設定）

パルストリガー（繰り返しモード） ＊１

Ｓ１

Ｓ２

Ｃｏｕｔ ＣＨ２ ＣＨ１ ＣＨ２ ＣＨ２ ＣＨ２

ＢＵＳＹ
＊２ ＊２

ＳＴＰ

ＬＥＤ

パルストリガー（ワンショットモード）＊３

Ｓ１

Ｓ２

Ｃｏｕｔ ＣＨ２ ＣＨ１ ＣＨ２

レベルトリガー（繰り返しモード）

Ｓ１

Ｓ２

Ｃｏｕｔ ＣＨ１ CH1 ＣＨ２

ＣＨ２

ＳＴＰ

＊１．パルストリガー動作について
Ｂｕｓｙ信号が "Ｌｏｗ"になってから２０ｍ秒以内は、トリガー信号は入力禁止。

＊２．Ｂｕｓｙ信号について
音声繰り返し時、３０ｕ～１１０ｕ秒の間 Ｂｕｓｙ信号は "Ｌｏｗ"になります。

＊３．ワンショットモード設定品
発音終了し、Ｂｕｓｙ信号が"Ｌｏｗ"になってから１００ｍ秒以内は、トリガー信号は入力禁止。

Ｃｏｕｔ と Ｂｕｓｙ信号について

パルストリガー／繰り返しモード設定時

Ｃｏｕｔ
Ｃｏｕｔの中点レベルが下がる前に

Ｂｕｓｙ Ｂｕｓｙ信号が Ｌｏ になります。

パルストリガー／ﾜﾝｼｮｯﾄモード設定時

Ｃｏｕｔ
Ｃｏｕｔの中点レベルが ０Ｖになってから

Ｂｕｓｙ Ｂｕｓｙ信号は Ｌｏ になります。

＊Ｃｏｕｔ は、７ms(22KHz)、１０ｍｓ(16KHz)、１５ｍｓ(11KHz) 程度で上昇／下降します。
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ＳＢＴ端子（Ｋ eyモード）

インクリメント発報（条件 チャンネル数＝２）

パルストリガー （繰り返しモード）

ＳＢＴ

Ｃｏｕｔ ＣＨ１ ＣＨ２ ＣＨ１ ＣＨ２ ＣＨ２

ＳＴＰ

パルストリガー （ワンショットモード）

ＳＢＴ

Ｃｏｕｔ ＣＨ１ ＣＨ２ ＣＨ１ ＣＨ２

レベルトリガー （繰り返しモード）

ＳＢＴ

Ｃｏｕｔ CH1 CH2 CH2 CH1
CH2

ＳＴＰ

※ パルストリガー／レベルトリガーの設定は、Ｓ端子の設定と同一。

ＣＰＵモード

Ｓ１～Ｓ４（バイナリー選択）

Ａｄｄｒ． Addr.0 Addr.1 Addr.2 Addr.3
(S1～S4)

ＳＢＴ

Ｃｏｕｔ CH1 CH2 CH3 CH4

ＢＵＳＹ

ＳＴＰ

ＬＥＤ

※ 繰り返しモード／ワンショットモードの設定が可能です。
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外形寸法図

16 Pin 300 mil P-DIP

単位 mm inch

記号 ＭＩＮ ＴＹＰ MＡＸ ＭＩＮ ＴＹＰ ＭＡＸ

Ａ － － 3.810 － － 0.210

Ａ１ 0.381 － － 0.015 － －

Ａ２ 3.175 3.302 3.429 0.125 0.130 0.135

Ｂ － 0.457 － － 0.018 －

Ｂ１ － 1.524 － － 0.060 －

Ｃ 0.203 － 0.381 0.008 － 0.015

Ｄ 18.67 19.18 19.69 0.735 0.755 0.775

Ｅ － 7.620 － － 0.300 －

Ｅ１ 6.223 6.350 6.477 0.245 0.250 0.255

ｅ － 2.540 － － 0.100 －

ｅＢ 8.509 9.017 9.525 0.335 0.355 0.375

Ｌ 2.921 3.302 3.810 0.115 0.130 0.150

eB1B

A
1

A
2

A
L

E
1 E e
B
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IC
101113141516

124162387
9
5

S1S2S3S4SBTRST
VDDVSSLEDSTPVOUT1VOUT2ROSCCOUT
VPP

BUSY
MB7208BCH1CH2CH3CH4

Rx2

Rx2

Rx2

IC
101113141516

124162387
9
5

S1S2S3S4SBTRST
VDDVSSLEDSTPVOUT1VOUT2ROSCCOUT
VPP

BUSY
MB7208B

C1 0.1uF
Rx1RB330VR TRNPNC2 2.2uF

C 1uF
CH1CH2CH3CH4

R 10KR10K R 220
電源 C 0.01uF

C1 0.1uFRx1RB 330 R 10KVR2K +-+-
LEDIC

101113141516
124162387
9
5

S1S2S3S4SBTRST
VDDVSSLEDSTPVOUT1VOUT2ROSCCOUT
VPP

BUSY
MB7208B

電源

SBT

C0.1uF

C1 0.1uF
Rx1

C0.1uF

C0.1uF

C 10uFC0.01uF
C 100uF R 1ΩC 0.22uF

電源

3.3V

3.3V

8ΩSP
４ＣＨ ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀｰ出力

4ΩSP
４ＣＨ アンプ出力(200mW)

8Ω

7865 4
ＭＢ７２０８Ｂ　応用回路例  v1.2

3.3V

SP
１４ＣＨ（ﾊﾞｲﾅﾘ選択）PWM出力1

2 13NJM2073D(BTL接続)

248 (MB7108B)

(MB7108B)

(MB7108B)

ＭＢ７１０８Ｂ＊ＲＳＴ端子(16pin)-電源間の Ｃ(0.1uF)は、POWER-ON リセット用です。ＲＳＴ端子にPOWER-ON リセットパルスを入れる場合は、0.1uFは不要です。(30ms以上のＨレベルパルス)


